
まんじゆうなどを直売所やイベン トなどで

売っている｡活動は活発で､運営している

2ヶ所の直売所では､国道沿いの好立地のお

かげもあり､1年間で合計 1億円以上の売り

上げを記録している｡彼女たちは農産物を提

供して都市住民と交流しているという点で既

にグリーン･ツーリズムに取り組んでいるの

で､更に発展させて農作業体験や村民との交

流ができる農家民宿を開いてはどうだろう

か｡彼女たちは活動に生きがいを感じてお

り､村おこしの中心的存在となっている｡だ

から､彼女たちにぜひとも村を引っ張って

いってほしいのだ｡彼女たちの活発な活動は

三瀬を愛しているという証拠でもあるので､

たとえこれ以上忙しくなっても忙しいのを楽

しんでくれるはずである｡そして､森林公園

整備や村内の観光施設を回遊できる体制を推

進するという行政の ｢森の都｣構想を発展さ

せて､三瀬村を村民が村の文化や生活を再評

価して活用するエコミュージアムにすること

を提案したいのだが､これも彼女たちが中心

になって動き出せばうまくいくと考えてい

る｡もっと大都市に近いという好条件を生か

して､都市住民が安らぎを求めてやって来た

くなるような村に､そして村民自身が誇りに

思えるような ｢みつせ元気村｣になってほし

い｡

テーマパークと地元地域への影響

一千葉県浦安市と東京ディズニーランドを

事例として-

谷本明子

浦安市は東京湾の奥部に位置し､東と南は

東京湾に面し､西は旧江戸川を隔てて東京都

江戸川区と対峠し､北は市川市と接 してい

る｡東西6.06km､南北6.23kmで､その面積

は16.98km2である｡

東京ディズニーランドは埋め立て地であ

る｡もともとはノリなどの漁業が盛んだった

が､工場の廃水の影響で漁業ができなくな

お茶の水地理 第39号 1998年

り､漁業権を買い取る形での埋め立てが浮か

んだ｡船橋市の埋め立て地で成功していた船

橋-ルスセンターを真似て､レジャーランド

でも作ろう､というのが始まりだった｡1955

年頃のことだ｡この埋め立て地に一大 レ

ジャーランドをつくる､と当初からぶちあげ

たため､様々な遊園地計画が浮かんだがなか

なか決まらなかった｡ディズニーランドの誘

致もその一つとして出てきたものだが､アメ

リカ以外のどこにも出店をつくっていない

ディズニーがおいそれと乗ってくるとはだれ

もが考え付かなかった｡ディズニーランド誘

致が本決まりになったのは74年になってか

らである｡

開園した 1983年は､丁度国民の目がレ

ジャーに向き始めていた｡オープンが5年早

ければ受け入れたかどうか､5年遅ければ他

社に抜かれて二番煎じのイメージになってい

たかもしれない｡83年は『テーマパーク元年』

と呼ばれている｡休み ･祭りと平日･仕事を

区別する日本人には比較的すんなりと受け入

れられた｡バブルも追い風となってリゾー ト

ブームに連なるテーマパークブームが訪れ

た｡遊休地の有効活用と経済効果を狙う地方

自治体もこぞって建設を押し進めた｡

ディズニーランドの経済的影響について､

熊川好生市長によると､ア トラクションの施

設を含めて､ほとんどの工事が大手業者中心

だったことと､見物客は主に東京都内で宿泊

し浦安市を通過するだけの人が結構多いた

め､浦安市が急に潤ったことはないという

(『ディズニーランドの経済学』)0

それでも､地元-の影響はかなりある｡ま

ず税収､雇用､地下鉄東西線浦安駅周辺の商

店街の売り上げが増えたこと｡そしてなによ

り､寂れた漁師の町､浦安のイメージが東京

ディズニーランドにより随分イメージアップ

になったことで､人の出入りが増え､町全体

に活気が出てきたことが一番大きい｡

この浦安市の変貌は､まさにテーマパーク

を使った町おこしである｡もしかしたら東京

の近くなど条件の偶然の一致なのかもしれな

- 121-




